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エコハウスの今
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工務店は「等級6/6.5+α」
をスタンダートに

出典：新建ハウジング記事を元に新潟版で作成



出典：新建ハウジング
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現場で坪4-5万円の「原価上昇」
売価に反映できず⾚字になる⼯務店も



2,000万円 2,200万円
2,500万円 2,800万円
3,000万円 3,400万円
3,500万円 4,000万円



住宅予算の低下、
今度は、売価を⼀層上げにくい環境となる。
⼀⽅、原価上昇の要因は多い。

・職⼈単価の賃上げ
・増税時に価格を改定する資材メーカー
・流通会社、運送会社も値上げ
・社員の給与引き上げ
・働き⽅改⾰にも資本が必要になる
2050年
・４号特例廃⽌→構造計算
・省エネ対応→性能表⽰＋標準仕様UP

普通にやっていると、
利益が取りにくく、儲からない



他エリアの事例
・⿃取県
・⻑野県
・⽷⿂川市
・新潟県
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参考：信州健康ゼロエネ住宅指針
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新建ハウジング
取材記事



出典：新潟県環境部



新中間層の存在

・夫婦共に企業で働いている、または、どちらかが⼩規模な会社を経営している
・堅実で学習意欲が⾼い
・情報に敏感で、インターネットは⽇常的に触れる
・お互い仕事をしているので、家事や⼦育てを分担している
・不動産購⼊を計画的に検討する
・中にはお⾦や投資について興味が⾼い⽅もいる
・基本的に倹約的志向で、⼀定の貯⾦を継続している

情報収集能力が高く、目が肥えている

富裕層＝医者、公務員、教員だけじゃない



ミレニアル世代の共通点

●デジタルネイティブ
●家事・育児の分担意識が高い
●親の影響が強い
●会社への帰属意識は弱い
●合理的メリハリ消費

消費と行動のトリガーは
「エモい」か「共感」できるか



ストーリーテリング
伝えたい想いコンセプト
を印象的な体験談やエピソード
など物語を引⽤し、
聞き⼿に強く印象付ける⼿法



地域に貢献できる工務店での家づくり
工務店で地域の木材を使って
家を建てた場合

全国規模の住宅会社で
家を建てた場合

地域に流れるお⾦

地域外

40%
60% 70%

30%

出展：2010年国⼟交通省地域⽊造住宅活性化推進事業「地域⼯務店が造る家の地域貢献調査事業報告書」
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⼩さな伝えるの
積み重ね


